
〔プラザKIT〕

開催期間 ： 平成2５年1０月３１日～11月1日

開催場所 ： プラザＫＩＴ

来場者数 ： 下表のとおり

１日目（1０/３１） ２日目（11/1） 計

初 497 237 734

再 53 100 153

学　 生

《 ア ン ケ ー ト 集 計 結 果 》

平成２５年度

附属図書館　読書週間記念イベント

第６回　ＫＩＴぷらっとお持ち帰りフェア

～古本０円祭り　専門書からマンガまで～

区　　　分

初 46 26 72

再 2 19 21

初 13 9 22

再 0 1 1

556 272 828

55 120 175

611 392 1,003

教職員

一般・学外者

京都工芸繊維大学附属図書館

   平成２5年12月

初入場者数

再入場者数

合　　計（延べ）



2013/10

京都工芸繊維大学附属図書館京都工芸繊維大学附属図書館京都工芸繊維大学附属図書館京都工芸繊維大学附属図書館

Ｑ Ⅰ．あなたの所属は？

１．工芸科学部 ２．繊維学部 ３．工芸学部

４．博士前期課程 ５．博士後期課程 ６．研究生・科目等履修生

７．本学教員 ８．本学職員 ９．京都ノートルダム女子大学

10．京都府立大学 11．その他

Ｑ Ⅱ．あなたの学年は？（研究生・教職員等は回答不要）

１．１回生 ２．２回生 ３．３回生 ４．４回生 ５．５回生以上 ６．その他

Ｑ Ⅲ．あなたは今回の附属図書館（以下「図書館」と表記します。）イベントを何で知りましたか？

１．大学構内の掲示 ２．図書館内の掲示 ３．プラザＫＩＴ前の看板（通りがかり）

４．学内メール ５．図書館ホームページ ６．友達等に聞いて ７．事務情報ポータル

８．Twitter ９．その他

Ｑ Ⅳ．本・雑誌等のお持ち帰りの有無等

１．興味のある本をもらった ２．とりあえずもらった

３．興味のある本がなかったのでもらわなかった ４．とりあえずもらっておくかと思う本もなかった

Ｑ Ⅴ．今回の図書館イベントへの感想は？　（２つまで回答可）

１．無料でもらえるのがよかった ２．古本市みたいで楽しめた

３．図書館に親しみを感じた ４．思ったほどのことはなかった

５．無料だからこの程度で仕方ない ６．冊数が少なくまったくの期待はずれ

Ｑ Ⅵ．今後の「お持ち帰りフェア」について　（本学学生の方のみお答えください（２つまで回答可））

１．自分（学生）も図書を提供したい ２．自分（学生）も企画・準備等に参加したい

３．図書提供、企画・準備への参加は希望しない

Ｑ Ⅶ．あなたの図書館の利用頻度は？

１．ほぼ毎日 ２．週２～３回

３．週１回程度 ４．月１～２回

５．試験期間のみ利用している ６．まったく利用していない

Ｑ Ⅷ．図書館で充実・改善してほしいことはありますか？（２つまで回答可）

１．個人で利用できるブースがほしい ２．グループで利用できる部屋を増やしてほしい

３．ＰＣを増やしてほしい ４．館内の騒音を軽減してほしい

５．館内の照明をもっと明るくしてほしい ６．館内の温度調節をもっとしっかり行ってほしい

７．図書を増やしてほしい ８．雑誌を増やしてほしい

９．ホームページを充実させてほしい １０．電子ジャーナルやデータベースを増やしてほしい

Ｑ Ⅸ．図書館では、学生ボランティアを検討しております（イベントの企画、館内展示、図書館広報等）。 

 図書館で学生ボランティアを募集したとしたら、興味はありますか？

１．とても興味があり、是非参加したい ２．興味はあるが参加するかどうかは分からない

３．あまり興味がない

Ｑ Ⅹ．図書館ホームページは、開館日程や図書館案内のほか、新聞記事や論文探索に関する情報を提供しています。

    図書館ホームページにアクセスしたことはありますか？

１．よくアクセスする ２．ときどきアクセスする

３．アクセスしたことはある ４．アクセスしたことはない

Ｑ Ⅺ．このイベントや、図書館、図書館ホームページ等についてのご意見、その他のご要望がありましたらご記入ください。

（注） 具体的な購入希望図書がある場合は、リクエスト用紙にご記入下さい。

スペースが足りない場合は裏面もご利用ください **** ごごごご協力協力協力協力ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました。。。。

附属図書館附属図書館附属図書館附属図書館イベントイベントイベントイベント----アンケートアンケートアンケートアンケート

今後今後今後今後のののの附属図書館附属図書館附属図書館附属図書館イベントのイベントのイベントのイベントの企画及企画及企画及企画及びびびび皆様皆様皆様皆様へのサービスへのサービスへのサービスへのサービス向上向上向上向上にににに向向向向けたアンケートけたアンケートけたアンケートけたアンケート調査調査調査調査にごにごにごにご協力願協力願協力願協力願いますいますいますいます。。。。

（（（（コンピュータでコンピュータでコンピュータでコンピュータで読読読読みみみみ取取取取りますのでりますのでりますのでりますので、、、、明瞭明瞭明瞭明瞭にごにごにごにご記入下記入下記入下記入下さいさいさいさい。）。）。）。）



ＱⅠ．所属　　　ＱⅡ．学年（研究生・教職員等は回答不要）

１日目（10/31） ２日目（11/1） 計

１回生 102 55 157

２回生 60 36 96

３回生 59 23 82

４回生 74 53 127

５回生以上 10 5 15

その他 8 6 14

313 178 491

Ｍ１回生 63 19 82

Ｍ２回生 59 24 83

Ｍ３回生以上 1 1 2

Ｄ全体 15 8 23

その他 4 1 5

142 53 195

研究生・科目等履修生 0 1 1

44 19 63

一般（学外者） 11 14 25

4 2 6

59 35 94

8 2 10

教職員・一般　計

学

部

学

生

教職員

大学院生　計

京都ノートルダム女子大学

無回答

図書館イベントのアンケート集計結果

（アンケート回収率　：96％）

区　　　分

学部学生　計

大

学

院

生

522 269 791

（注）

　※1.4回生の方が若干多くご来場してくれました。　    　　※学生数に応じて、前期課程が圧倒的でした。

合　　　計

来場者の延べ人数は名（うち学生名）でしたが、アンケートの提出は、原則１人

１回限りとしています。

63%

25%

0%

12%

回収枚数回収枚数回収枚数回収枚数（来場者）（来場者）（来場者）（来場者）の割合の割合の割合の割合

学部学生

大学院生

研究生等

教職員・一般

32%

19%17%

26%

3% 3%

回収枚数（回収枚数（回収枚数（回収枚数（学部学生学部学生学部学生学部学生年次別）割合年次別）割合年次別）割合年次別）割合

１回生

２回生

３回生

４回生

５回生以上

無回答

46%

47%

1%3% 3%

回収枚数（回収枚数（回収枚数（回収枚数（大学院生大学院生大学院生大学院生年次別）割合年次別）割合年次別）割合年次別）割合

Ｍ１回生

Ｍ２回生

Ｍ３回生以上

Ｄ全体

無回答
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ＱⅢ．図書館イベントを何で知りましたか？

区　分

大学構内

の掲示

図書館内

の掲示

通り

がかり

学内

メール

図書館

ＨＰ

人から

聞いて

事務情報

ポータル

Twitter その他 計

学部学生 154 48 68 31 4 104 0 48 34 491

大学院生 52 12 25 47 3 35 0 12 9 195

研究生・科

目等履修生

0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

学生　計 206 60 93 78 7 140 0 60 43 687

教職員 17 1 2 33 0 0 5 0 5 63

一般 11 1 3 1 0 5 0 0 10 31

計 28 2 5 34 0 5 5 0 15 94

※京都ノートルダム女子大学生は一般に含む

合　計 234 62 98 112 7 145 5 60 58 781

大学構内の掲示

30%

図書館

ＨＰ

1%

人から

聞いて

20%

事務情報ポータル

0%

Twitter

9%

その他

6%

学生学生学生学生がイベント開催を知った理由がイベント開催を知った理由がイベント開催を知った理由がイベント開催を知った理由

　　　※大学構内・図書館内の掲示が39％と、事前広報には一定の効果があったようです。

　　　　また、Twitterや口コミで知った人も結構いたようです。

　　　※「学内メール」や「事務情報ポータル」など教職員ならではの情宣の効果がありました。

図書館内の掲示

9%

通り

がかり

14%

学内

メール

11%

1%

大学構内の掲示

30%

図書館内の掲示

2%

通り

がかり

6%

学内

メール

36%

図書館

ＨＰ

0%

人から

聞いて

5%

事務情報ポータル

5%

Twitter

0%
その他

16%

教職員・一般教職員・一般教職員・一般教職員・一般がイベント開催を知った理由がイベント開催を知った理由がイベント開催を知った理由がイベント開催を知った理由
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ＱⅣ．本・雑誌等の持ち帰りの有無

区　分

興味ある本を

貰った

とりあえず

貰った

興味ある本が

なく貰わな

かった

とりあえず貰

おうかと思う

本もなかった

未回答 計

学部学生 288 70 76 54 3 491

大学院生 125 41 19 10 0 195

研究生・科目等履修生 0 1 0 0 0 1

学生　計 413 112 95 64 3 687

教職員 40 5 11 5 2 63

一般 18 5 6 2 0 31

計 58 10 17 7 2 94

※京都ノートルダム女子大学生は一般に含む

合　計 471 122 112 71 5 781

　　　※約76%の来場者にお持ち帰りいただきました。次回以降、もっと多くの方にお持ち 帰りいた

60%16%

14%

9%
1%

持ち帰りの有無持ち帰りの有無持ち帰りの有無持ち帰りの有無（全体）（全体）（全体）（全体）

興味ある本を貰った

とりあえず貰った

興味ある本がなく貰わなかった

とりあえず貰おうかと思う本もなかった

未回答

　　　※約76%の来場者にお持ち帰りいただきました。次回以降、もっと多くの方にお持ち 帰りいた

　　　　だけるよう、幅広い分野の図書を提供する工夫をしたいと思います。

60%16%

14%

9%

1%

学生学生学生学生の持ち帰りの有無の持ち帰りの有無の持ち帰りの有無の持ち帰りの有無

興味ある本を貰った

とりあえず貰った

興味ある本がなく貰わなかった

とりあえず貰おうかと思う本もなかった

未回答

64%

8%

17%

8%
3%

教職員教職員教職員教職員・一般・一般・一般・一般の持ち帰りの有無の持ち帰りの有無の持ち帰りの有無の持ち帰りの有無

興味ある本を貰った

とりあえず貰った

興味ある本がなく貰わなかった

とりあえず貰おうかと思う本もなかった

未回答
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ＱⅣ．本・雑誌等の持ち帰りの有無（開催日毎の集計）

区　分

興味ある本

を貰った

とりあえず

貰った

興味ある本

がなく貰わ

なかった

とりあえず貰

おうかと思う

本もなかった

未回答 計

１日目 336 80 64 32 2 514

２日目 135 42 48 39 3 267

合計 471 122 112 71 5 781

　　

ＱⅤ．図書館イベントの感想（２つまで回答可）

無料で貰え

るのが良い

古本市みた

いで楽しめ

た

図書館に親

しみを感じ

た

思ったほど

ではなかっ

た

無料だから

この程度で

仕方ない

本が少なく

て期待はず

れ

計

学部学生 400 275 36 60 74 10 855

大学院生 167 114 9 20 37 5 352

65%

16%

13%

6%

0%

1111日目日目日目日目の持ち帰り状況の持ち帰り状況の持ち帰り状況の持ち帰り状況

興味ある本を貰った

とりあえず貰った

興味ある本がなく貰わ

なかった

とりあえず貰おうかと

思う本もなかった

未回答

50%

16%

18%

15%

1%

２日目２日目２日目２日目の持ち帰り状況の持ち帰り状況の持ち帰り状況の持ち帰り状況

興味ある本を貰った

とりあえず貰った

興味ある本がなく貰わ

なかった

とりあえず貰おうかと

思う本もなかった

未回答

研究生・科

目等履修生

0 1 1 0 0 0 2

学生　計 567 390 46 80 111 15 1,209

教職員 41 41 14 1 10 0 107

一般 23 15 3 3 3 3 50

計 64 56 17 4 13 3 157

※京都ノートルダム女子大学生は一般に含む

合　計 631 446 63 84 124 18 1,366

　

　　　※肯定的なご意見を79％いただきました。ありがとうございます。

46%

33%

5%

6%

9%
1%

図書館イベントの感想図書館イベントの感想図書館イベントの感想図書館イベントの感想（全体）（全体）（全体）（全体）

無料で貰えるのが良い

古本市みたいで楽しめた

図書館に親しみを感じた

思ったほどではなかった

無料だからこの程度で仕方ない

本が少なくて期待はずれ
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ＱⅥ．今後の「お持ち帰りフェア」について（本学学生のみ回答（２つまで回答可））

区　分

自分（学生）も図

書を提供したい

自分（学生）も企

画等に参加したい

準備・企画への学

生の参加は希望し

ない

計

学部学生 194 93 235 522

大学院生 75 20 108 203

研究生・科目等履修生 0 0 0 0

学生　計 269 113 343 725

37%

18%

45%

今後の「お持ち帰りフェア」について今後の「お持ち帰りフェア」について今後の「お持ち帰りフェア」について今後の「お持ち帰りフェア」について（学部（学部（学部（学部学学学学生）生）生）生）

自分（学生）も図書を

提供したい

自分（学生）も企画

等に参加したい

準備・企画への学生

の参加は希望しない

今後の「お持ち帰りフェア」について今後の「お持ち帰りフェア」について今後の「お持ち帰りフェア」について今後の「お持ち帰りフェア」について（（（（大学大学大学大学院生）院生）院生）院生）

　※学生の図書提供、企画参加に対しては約半数の肯定的なご意見をいただきました。

　　

37%

10%

53%

自分（学生）も図書を

提供したい

自分（学生）も企画等

に参加したい

準備・企画への学生

の参加は希望しない
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ＱⅦ．あなたの図書館の利用頻度は？

区分 学　年 ほぼ毎日

週２～３

回

週１回程

度

月１～２

回

試験期間

のみ利用

まったく

利用して

いない

未回答 計

１回生 6 32 28 53 17 20 1 157

２回生 7 27 22 25 9 6 0 96

３回生 13 23 22 20 3 1 0 82

４回生 4 20 19 57 18 9 0 127

５回生以上 1 1 4 6 1 2 0 15

その他 2 2 1 2 2 5 0 14

学部生計 33 105 96 163 50 43 1 491

Ｍ１回生 2 12 10 36 4 18 0 82

Ｍ２回生 1 6 6 43 8 19 0 83

Ｍその他 1 0 1 2 0 3 0 7

Ｄ全学年 1 2 5 13 1 1 0 23

院生計 5 20 22 94 13 41 0 195

研究生・科目等履修生 0 0 0 1 0 0 0 1

38 125 118 258 63 84 1 687

0 2 3 29 0 26 3 63

1 3 1 10 0 10 6 31

1 5 4 39 0 36 9 94

※京都ノートルダム女子大学生は一般に含む

39 130 122 297 63 120 10 781

学

部

学

生

合　計

大

学

院

生

学生　合計

教職員

一　 般

計

4%

13%

１回生の利用状況１回生の利用状況１回生の利用状況１回生の利用状況

7%
10%

6%

２回生の利用状況２回生の利用状況２回生の利用状況２回生の利用状況 ほぼ毎日

週２～３回

※ 学部1回生では週1回以上利用される方が昨年に比べ落ち込んでいます。

学部2-3回生では週1回以上利用される方が過半数です。

学内での「居場所」として気軽に来館していただければと思います。

※ 4回生、大学院生の利用は1-3回生に比べ頻度が低くなっています。

企画展示なども行っておりますし、研究個室や研修室など様々な

部屋を利用できますので、ぜひ来館してください。

20%

18%
34%

11%

28%

23%

26%

16%

28%

27%

24%

4%

1%３回生の利用状況３回生の利用状況３回生の利用状況３回生の利用状況

3%

16%

15%

45%

14%

7%

４回生の利用状況４回生の利用状況４回生の利用状況４回生の利用状況

3% 10%

11%

48%

7%

21%

大学院生の利用状況大学院生の利用状況大学院生の利用状況大学院生の利用状況

週１回程度

月１～２回

試験期間のみ利用

まったく利用していない
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QⅧ.図書館で充実・改善してほしいことは？（２つまで回答可）

区　分

個人用

ブースの

設置

グループ

学習室の

増設

PCの

増設

雑音対策

照明を

明るく

館内の

温度

図書の

充実

雑誌の

充実

HPの

充実

電子

ジャーナ

ルの充実

計

学部学生 156 115 70 31 16 91 148 71 15 26 739

大学院生 48 19 20 17 6 28 61 41 9 27 276

研究生・科

目等履修生

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

学生　計 204 134 90 48 22 119 209 112 24 53 1,015

教職員 9 2 1 2 0 4 10 17 0 15 60

一般 9 1 1 2 1 0 9 5 2 2 32

計 18 3 2 4 1 4 19 22 2 17 92

※京都ノートルダム女子大学生は一般に含む

合　計 222 137 92 52 23 123 228 134 26 70 1,107

個人用ブースの設置

21%

グループ学習室

の増設

16%

PCの

増設
照明を

館内の

温度

12%

図書の

充実

20%

雑誌の

充実

10%

HPの

充実

2%

電子ジャーナルの充

実

4%

学部学部学部学部学学学学生生生生の充実・改善してほしいことの充実・改善してほしいことの充実・改善してほしいことの充実・改善してほしいこと

※　学部学生・大学院生ともに図書の充実を選ばれた方が一番多く、大学院生では電子ジャーナルの充実を

　　望む声も。また設備面では様々な形式のスペースの提供を望まれていることがわかりました。

増設

9%雑音対策

4%

照明を

明るく

2%

個人用ブースの設置

18%

グループ学習

室の増設

7%

PCの

増設

7%

雑音対策

6%
照明を

明るく

2%

館内の

温度

10%

図書の

充実

22%

雑誌の

充実

15%

HPの

充実

3%

電子ジャーナ

ルの充実

10%

大学院生大学院生大学院生大学院生の充実・改善してほしいことの充実・改善してほしいことの充実・改善してほしいことの充実・改善してほしいこと
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ＱⅨ.　学生ボランティアの検討について

区　分 参加したい

興味があるが参加す

るかどうかはわから

ない

興味が無い 未回答 計

学部学生 47 224 210 10 491

大学院生 13 62 118 2 195

研究生・科目

等履修生

0 1 0 0 1

学生　計 60 287 328 12 687

教職員 0 6 10 47 63

一般 4 8 7 12 31

計 4 14 17 59 94

※京都ノートルダム女子大学生は一般に含む

合　計 64 301 345 71 781

参加したい

9%

興味があるが参

加するかどうか

はわからない

興味が無い

43%

未回答

2%

学生ボランティアの検討学生ボランティアの検討学生ボランティアの検討学生ボランティアの検討（学部（学部（学部（学部学学学学生）生）生）生）

　※　学生ボランティアについて、学部生9%（44人）、院生7%（13人）の方が強く興味を

　　　持っていることがわかりました。図書館の活動として、学生の参画も検討していきたい

　　　と思います。

はわからない

46%

参加したい

7%

興味があるが参

加するかどうか

はわからない

32%

興味が無い

60%

未回答

1%

学生ボランティアの検討学生ボランティアの検討学生ボランティアの検討学生ボランティアの検討（（（（大学大学大学大学院生）院生）院生）院生）
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ＱⅩ.　図書館ホームページにアクセスしたことは？

区　分

よくアクセス

する

ときどき

アクセスする

アクセスした

ことはある

アクセスした

ことはない

未回答 計

学部学生 65 124 173 121 8 491

大学院生 44 58 55 35 3 195

研究生・科

目等履修生

0 0 0 1 0 1

学生　計 109 182 228 157 11 687

教職員 14 17 13 10 9 63

一般 3 5 1 13 9 31

計 17 22 14 23 18 94

※京都ノートルダム女子大学生は一般に含む

合　計 126 204 242 180 29 781

よくアクセスする

13%

ときどき

アクセスする

25%

アクセスしたこと

はない

25%

未回答

2%

図書館ホームページの図書館ホームページの図書館ホームページの図書館ホームページのアクセスアクセスアクセスアクセス頻度は頻度は頻度は頻度は（学部（学部（学部（学部学学学学生）生）生）生）

　※1/4の方が図書館ホームページにアクセスしたことがあるとのことでうれしい結果でした。

　　資料や情報の検索に、毎日アクセスしていただけるページ作りを目指したいと思います。

25%

アクセスしたこと

はある

35%

よくアクセスする

23%

ときどき

アクセスする

30%

アクセスしたこと

はある

28%

アクセスしたこと

はない

18%

未回答

1%

図書館ホームページのアクセス頻度は図書館ホームページのアクセス頻度は図書館ホームページのアクセス頻度は図書館ホームページのアクセス頻度は（（（（大学大学大学大学院生）院生）院生）院生）
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今回のイベントに関するご意見

No 意見・要望（原文のまま）

1 CDが良かったです

2 もっとせんでんしてもいいと思います

3 もう少し長い期間してほしい

4 もう少しデザイン系の本がほしかったです

5 もう少し新しい本を出して欲しい。

6 毎年楽しみにしています。

7 ふだん本屋に置いていないような本も見れておもしろかったです。

8 図書イベント毎回楽しみにしています。これからも続けて下さい。お願いします。

9 定期的にやって下さい。

10 たのしかった　おもしろい本多くてハッピーです

11 大変私にとって有益なイベントでした。新聞含め4冊頂きました。ありがとうございました。

12 専門書が少なかった。建築関係は多いがそれ以外はあんまり…

13 冊数はそこそこあったけれどもジャンルが偏っているのが残念だった。

14 今回は建築デザイン、歴史学の分野の図書がすくなかったように思う。

15 去年自分が提案した本が根こそぎ取られててワロタ

16 気になっていた他分野の本を読むきっかけとなることもあるのでこの企画は意義があると思います。

17 学内であってよかったです。

18 思ったより小説が多く楽しめました。次の開催も楽しみにしています。

19 いつも楽しみにしています。ありがとうございました！

20 一般人ですが気がねせずに入れたことに感謝している。

図書館へのご意見

設備に関するご意見

No 意見・要望（原文のまま）

1

3階人文図書の照明を常時点灯させ、うす気味の悪い雰囲気をなくし、少しでも学生が人文書を手

にとる手にとる機会を増やすよう努めてください。人文学の素養無くして、自然科学研究の発展はあ

り得ません。

2 wi-fi環境を作って欲しいです

3 夏あつすぎ

4 夏はあつかった。

5 コピー機がほしいです

6 図書館が室音が悪いです。

アンケート自由記述一覧
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サービスに関するご意見

No 意見・要望（原文のまま）

1 早く工事をおわらせてほしいです。

2 図書館を祝日もあけてください。

資料に関するご意見

No 意見・要望（原文のまま）

1 Elsevierの雑誌のオンライン利用を可能にして欲しい。（以前は可能だった。もう一度もどして）

2 VIIIに関して文庫を増やして欲しいです。

3 化学の専門書を増やしてほしい。

4 建築の本古い本が多いがもっと新しい本を増やしてほしい。a+uとか

5 社会科学系の図書を増やして欲しい。

6 新書の充実をおねがいします

7 専門書のジャンルに偏りがありすぎる

8 デザインに関する本・雑誌、各地域の新聞を増やして欲しい。

9 とにかく図書とくに人文科学買ってください今は少なすぎる。ありえないぐらい

10 文庫本増やしてほしいです。

11 変化の激しい情報技術に関する本が少し古いと思います。

12 薬学系の本をもう少し置いて欲しい

13 料理本をもっとふやしてください。
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★附属図書館からのコメント

    たくさんのご意見をありがとうございました。以下、簡単にコメントさせていただきます。

■今回のイベントについて

   2日間にわたり開催した「お持ち帰りフェア」については、概ね好意的なご意見をいただきありがとうござ

   います。また昨年度に比べ3割ほど多くの方が来ていただきました。

   開催スペースや期間、提供出来る本については、今後、できる範囲で改善していきたいと考えております。 

   なお 、提供した本については、図書館の古くなった資料の他に、学生の方、教職員の方々や元職員の方な

   どから多数提供していただきました。今後も、積極的に資料提供を呼びかけ、次回開催に備えたいと考え

   ております。

■附属図書館について

・館内の空調について

　　館内の空調は節電対策の全学的な取り組みにより、設定温度が決まっております。あまりに暑すぎる、

　　寒すぎる場合はカウンターまでお申し出ください。調整いたします。

　　なお、館内の温度や換気について図書館側でも気を付けていますが、適宜、窓を開けて換気する等、協

　　力をお願いします。

　　

・蔵書について

　　当館は大学図書館として、学生・教職員の教育研究活動を支える施設ですので、小説、娯楽の本を優先

　　的に購入する予定はありません。

　　また専門分野の関係から、人文科学分野の資料収集を十分に行えておらず、また今後も予算枠が拡充する

　　予定がありません。協定校図書館や近隣の公共図書館も利用してみてください。

       ※協定校(京都ノートルダム女子大学、京都府立大学)では各館利用証の発行並びに貸出利用も可能です。

　　また、図書のリクエストがあれば、「図書購入リクエスト用紙」にご記入のうえ提出するか、もしくは

　　カウンターでご相談ください。

　　

・電子ジャーナル・電子書籍について

　　電子ジャーナル・電子書籍については本学の研究分野に沿ったものを集めておりますが、予算上の制約

　　もあり、まだまだ十分とは言い難い状況です。今後検討していきたいと考えております。

・情報発信について

　　附属図書館では、HP、Twitterで当館のサービスや資料などについて幅広く情報発信しておりますので、

　   ぜひご覧ください。

・その他

　　今回のご意見・ご要望につきましては、出来る範囲で工夫・改善を図りたいと考えていますが、加えて

　   皆様方のご協力とご理解をお願いいたします。
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